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ごあいさつ
『News　Letter　新名神（高槻～神戸）　Vol.4』発行にあたって

NEXCO西日本高速道路㈱
関西支社  兵庫工事事務所
所長　小笹  浩司

　日頃よりNEXCO西日本の事業にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。新名神の手作り情報誌として始めたこの『News 
Letter 新名神（高槻～神戸）～兵庫からの発信～』も、今回で４回目の発刊となりました。四半期毎に発刊していますので丁度１年を
経過したことになります。
　本号のご挨拶として新名神建設事業の兵庫県域を担当する我がNEXCO西日本兵庫工事事務所が建設事業の促進に関する様々な活動
に加え、今年度力を入れている「ＣＳＲ活動の推進」についてご紹介いたします。ＣＳＲは Corporate Social Responsibility の略で一般
的に『企業の社会的責任』と訳され、一言では表せないほど幅広い意味や視点を有す言葉です。当事務所ではこのうち『社会貢献～地
域との連携～』に軸足を置き活動を開始しました。今年１月神戸市から川西市へ事務所を移転したこともあり、皮切りとして川西市が
企画している活動にいろいろと参画しながら、地域社会に少しでもお役に立てるよう取り組みを始めました。そのひとつが下段に紹介
している「川西市クリーンアップ大作戦」への参加です。また６月には取得済用地の除草作業について（社）川西市シルバー人材セン
ターと協定を締結し、高齢者に活動の場を提供するとともに弊社事業にとってもコスト削減が図れるというＷｉｎ-Ｗｉｎの関係を構築
しました。これらの活動を契機に今後もＣＳＲ活動に注力してまいります。
　これらの活動の他にも、高速道路を造るというハード領域だけでなく、新名神の開通後を睨み、少しでも早く新名神が活発に利用さ
れ、地域にお役にたてることを願って、まずは経済界からということで、神戸商工会議
所及び川西市商工会を通じて、地域の企業の皆様と直接お話しさせて頂く機会を設けて
頂き、新名神のＰＲを行うと同時に、皆様の新名神にかける期待の声などを直接お聞き
する活動も緒に就いたところです。高速道路建設に関わる沿線の方々のみならず、地域
の皆様と地道に接点を広げながらこの事業を展開していく所存です。
　一日も早く名神・中国道の渋滞解消し、そして新名神（高槻～神戸）の整備が日本の
元気を関西から発信していく力となることを願って、関係行政・土地開発公社等の皆様
と一体となって精力的に事業を推進してまいりますので、引き続きご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

シリーズ　新名神キーマンインタビュー（第４回）
～兵庫県　宝塚土木事務所　藤井  良啓  所長を訪ねました～

　　　　　　　　Ｑ１．今回、宝塚土木事務所に、高速道路関連の事業関係部署の充実を図っていただき有難う御座いました。
　　　　　　　　まずは、この４月に新設していただきました組織について簡単にご紹介願います。
　　　　　　　　Ａ１．この４月より高速道路参事の下に新名神用地対策課と新名神関連道路整備課の２課を新設し体制強化
　　　　　　　　を図りました。県としても１年でも早い供用を願っており、山積する問題に対し、参事を含め総勢 14 名が
　　　　　　　　一丸となって取り組んでいきます。
Ｑ２．今後弊社はこれまで以上のご協力とご指導を頂きながら事業を進めていかなければならないのですが、弊社に対する
要望などはありますか。
Ａ２．事業推進には地元住民の理解と協力が欠かせません。県、市町との連携をこれまで以上に密にし、地元対応をお願いし
ます。また、宝塚市内の SA及びスマート IC 設置について、地元が望まれるのであれば、県としても引き続き積極的に取り組
んでいきたいと考えておりますのでご支援をお願いします。
Ｑ３．以前、新名神関係の業務に携われておられたとお聞きしています。今後、新名神事業を円滑に進める上で、平成２８年
度開通に向けて兵庫県宝塚土木事務所の役割としてどのようなことをお考えでしょうか？
Ａ３．一つ目は本線及び関連県道の早期用地取得と工事に関連する地元設計協議の完了
です。二つ目は県道川西インター線をはじめとする関連県道の改良事業の計画的な推進
です。そして三つ目ですが、本プロジェクトはNEXCO西日本、県、市町が各々の役割に
基づき事業を行う複合的な一面を有していますので、３者が一丸となって事業を牽引し
ていかなければいけません。
Ｑ４．新名神高槻～神戸間の整備により川西ＩＣ（仮称）が設置されますが、交通の新た
な流れの変化に伴い阪神北県民局管内の産業経済活動や沿線にお住まいの方々にどのよ
うなインパクトを与えるとお考えですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ４．中国道は宝塚トンネルを中心に慢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性的に渋滞しており、その経済的損失は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きいですが、完成後は高速ネットワー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク網の整備効果が発揮され、企業立地の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進む本県に与える影響は大きいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、川西市北部や猪名川町は大規模団地があり東西道路が弱いため南北道路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に交通が集中し渋滞が発生しています。これまで住民の方々は高速道路を利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する場合、阪神高速や中国道まで南下しなければいけませんでしたが、新名神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成後はまさに自宅からすぐに高速道路に乗れ時間短縮効果は絶大です。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように住民の期待も大きいため、県としても早期開通に向け全力で取り組んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいりますので、事業促進方よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

今後弊社はＱ２

【写真】左：藤井所長
　　　  右：インタビュアー
　　　  　　NEXCO兵庫 ( 工 ) 三枝

宝塚土木事務所所員
市原参事以下 14名

【新名神高速道路利用者の声】
　新名神高速道路（亀山～草津間）がＨ20.2 に開通し 1年以上が経過しました。そこで、新名神高速道路利用者にアンケート
またはヒアリング調査を実施しました。利用者の声をお聞きください。

【兵庫工事事務所のＣＳＲ活動】
　ＮＥＸＣＯ西日本では、常にすべての活動において、企業の社会的責任
（ＣＳＲ）の遂行を共通の目標に掲げ、「いいことやろう西日本、社会に尽
くそう西日本。高速道路で西日本。」をスローガンとして社員一丸となり、
「社会に貢献する会社」になるよう努力しています。
　今回は平成２１年５月１７日（日）に行われました、川西市クリーン
アップ大作戦へ参加いたしました。
　今にも雨が降り出しそうな天候の中、約５０名のＮＥＸＣＯ社員及び
協力社員が集まり、阪急川西能勢口駅周辺のゴミ清掃を行いました。
　今後も当事務所として、川西まつり等の地域の催しに参加するなど、
より良い企業市民を目指し努力してまいります。
※ＣＳＲとは：「企業が社会の一員として、
　　　　　　　　社会に対して果たすべき役割と責任」という意味です。


